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ら 2007 年度の 5 年間は，概ね，①マザック（日本），②トルンプ（ドイツ），③ギルデマイス
ター（ドイツ），④アマダ（日本），⑤オークマ（日本），⑥森精機（日本）の順番となってい
る３。また，工作機械の代表であるＮＣ旋盤とマシニングセンタ４の日本の市場規模，市場シェ

































1. マザックのDONE IN ONE７ 



































2. 個別ソリューションの事例：日野自動車での導入事例８  











































































































































































































































































































































感謝致します。なお，本ケース内の役職名は，基本的に 2008 年 8 月末現在のものとなってい
ます。 




３ データについてはGardner Publications 社（アメリカ）のメタルワーキング・インサ
イダーズ・レポートのＨＰ等を参照。http://www.metalworkinginsider.info/。 
















のインタビュ （ー2008年 4月 10日。於マザック本社）及び同社提供の資料から構成した。 
１２ 旋盤ベッドとは、旋盤本体を構成する台のことである。 
１３ 『日刊工業新聞』2004年 11月 9日及び棚橋誠氏のコメント(Ｅメール・2008年 8月 27
日)参照。 
１４ 当時の中小企業が置かれた状況，マザトロールの開発意義については，棚橋誠氏の 
コメント(Ｅメール・2008年 8月 27日)による。 
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